
李
通
玄
思
想

の
流
布
に

つ
い
て

木

村

清

孝

筆
者

は
こ
れ
ま
で
に
も
、

い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
李
通
玄
(六
三
五
-

七
三
○
、
あ
る
い
は
六
四
六
-
七
四
○
)
の
思
想

の
特
徴

に
つ
い
て
考
察

を
加
え

て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
か
れ
の
思
想
が

『
新
華
厳
経
論
』
四
十

(1
)

巻
、
『決

疑
論
』
四
巻
、
『
十
明
論
』

一
巻
な
ど
の
著
作
を
通
し
て
ど
の

よ
う
に
流
布
し
、
後
世
の
人
び
と
に
い
か

に
受
容

さ
れ
た
の
か
、
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
事
態
は
何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
つ
た
問
題
に
関
し

て
、
基
礎
的
な
解
明
を
行
な

い
た
い
。

さ
て
、
李
通
玄
の
事
跡
に
つ
い
て
述
べ
る
現
存
最
古
の
資
料
は
、
か

(
2
)

れ
に
親

し
く
教
え
を
受
け
た
と
い
う
照
明
の

「
決
疑
論
序
」
(
七
七
○
年

成
立
)
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
当
該
の
問
題
に
関
す
る
言
及

は
全
く
な
い
。
李
通
玄
が
没
し
て
間
も
な
い
八
世
紀
中
葉
に
は
、
か
れ

の
思
想

は
、
か
れ
に
接
し
た
少
数
の
人
び
と
に
よ
つ
て
わ
ず
か
に
説
き

広
め
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

け
だ
し
、
か
か
る
状
況
を
破
り
、
李
通
玄
の
思
想
を
初
め
て
世
に
出

し
た
功

労
者
は
、
広
超
と
そ
の
弟
子
の
道
光
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

(
3
)

李
通
玄
伝
の
根
本
資
料

の

一
つ
で
あ
る
馬
支
の

「李
長
者
事
 
」
に
、

至
二大
暦
九
年
二
月
六
日
、
有
下僧
広
超
、
於
二逝
多
蘭
若
、
獲
中
長
者
所
レ著

論
二
部
加

一
是
大
方
広
仏
新
華
厳
経
論
四
十
巻
、

一
是
十
二
縁
生
解
迷
顕
智

成
悲
十
明
論

一
巻
。
伝
写
揚
顕
、
偏
二於
井
粉
殉
広
超
門
人
道
光
、
能
継
二師

志
二
肩
負
三
一論
、
同
遊
二燕
趙
、
昭
示
二潅
洒
、
使
二後
代
南
北
学
人
悉
得
7

参
二閲
論
文
殉
宗
二承
長
者
、
皆
超
光
二
僧
流
布
之
功
耳
。

と
あ
り
、
以
後
の
多
く

の
資
料
が
こ
の
記
事
を

踏
襲
す
る
か
ら

で
あ

る
。
要
す
る
に
、
「
事
 
」
等
に
よ
れ
ば
、
広
超

は
大
暦
九
年

(七
七
四
)

二
月
に
逝
多
蘭
若

(〔東
〕
方
山
逝
多
林
寺
か
)
に
お
い
て
李
通
玄
の
二
著
、

す
な
わ
ち
、
『
新
華
厳
経
論
』
四
十
巻
と

『
十
明
論
』

一
巻
を
伝
写
し
、

そ
れ
を
井
溌
の
地

(山
西
省
扮
陽
付
近
)
に
遍

く
行
き
わ
た
ら

せ
た
。

門
人
の
道
光
は
、
師
の
志
を
継
い
で
こ
の
二
論
を
背
負

つ
て
同
じ
く
燕

趙

(
山
西
省
東
部
、
河
北
省
)
を
巡
り
、
潅
洒

(
安
徽
省
、
江
蘇
省
北
部
)
に

ま
で
伝
え
た
、

と
い
う
。

そ
の
伝
播
の
旅
は
、

お
そ
ら
く
主
に
水
路
に

依

つ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「事
 
」
は
さ
ら
に
、
近
ご
ろ
、
元
硯
と
い
う
僧

が
李

通
玄
の
遺
跡
を
尋
ね
、
寿
陽
県
(山
西
省
)
の
南

の
解
愁
村
で
か
れ
の
甥

李

通
玄
思
想

の
流
布
に

つ
い
て
 
(
木

村
)
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李
通
玄
思
想
の
流
布
に
つ
い
て
 (木

村
)

の
李
士
源
に
会
つ
て
そ
の
肖
像
画
を
見
た
、

と
述
べ
る
。
広
超

・
道
光

・
玄
睨

と
も
に
こ
れ
以
外
の
事
跡
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
と
も
あ

れ
、

上
の
記
事
は
、
明
ら
か
に
、
李
通
玄
を
敬
慕
す
る
人
が
次
第
に
増

え
て
い
つ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

一
方
に
は
、
李
通
玄
の
あ
ま
り
に
独
創
的
な
華
厳

経
解
釈

の
た
め
に
、
こ
れ
を
批
判
す
る
人
も
現
わ
れ
た
ら
し
い
。
こ
の

こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
が
、
『宋
伝
』
の
、

(4
)

嘗
聞
、
幽
州
僧
恵
明
、
鳩
二諸
偽
経
、
慈井
華
厳
論
一
、同
焚
者
。

と
い
う
記
事
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
幽
州

(河
北
省
、
遼
寧
省
)
の

僧
恵
明
は
、
李
通
玄
の

『
新
華
厳
経
論
』
を
偽
経
と
み
な
し
、
他
の
諸

偽
経
と
と
も
に
焼
き
捨
て
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
恵
明
の
事
跡
に
つ
い

て
も
他
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、

こ
の
こ
と
は
、
華
北
に
李
通

玄
思
想

の
流
布
し
た
様
子
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
と
関
係
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
李
通
玄
の
著
書
、
少
な
く
と
も

『新
華
厳
経
論
』
だ
け
は
、

(5
)

大
中
年
間

(八
四
七
-
八
六
○
)
に
は
、
さ
ら
に
南
方
の
福
州
(福
建
省
)

方
面
に
ま
で
流
伝
し
て
い
た
。

こ
れ
を
読
ん
で
、
『
八
十
華
厳
』
と
の

合
本
を
作
成
し
た
の
が
、
福
州
開
元
寺
の
沙
門
志
寧
で
あ
る
。
そ
の
意

図
と
構
成
に
関
し
て
、
志
摩
は
自
ら
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

志
寧
、
錐
レ不
二親
観
7
造
レ論
、
皆
愚
レ人
世
盛
伝
、
覧
二此
論
文
輔
稽
似
レ得
二

其
大
意
殉
今
見
二此
方
君
子
好
善
之
流
、
以
二論
与
7経
難
レ為
二和
会
幻
志
寧
、

不
レ揆
二衰
逼
、
オ
無
二能
為
i
今
将
二論
文
一注
二於
経
下
i
使
下後
之
覧
者
、

無
レ
費
二
乃

心
、
縷
始
聞
レ
経
、
便
得
上
レ
見

レ論
。

稽

二首
諸
仏

砒

盧

遮

那

三
切

聖
賢
、

願
垂

二加
護
幻
論
従
二
第
八
巻

碗
起

レ註

入
レ
経
、
兼

二
論
与
フ
経
、
共
成
二

一
百

二
十
巻

殉
願
諸
達
士
、

岡
レ
有
レ
怪
焉
。

論

有
二
会

釈

七
巻
、

不
レ
入
二
註

(6
)

文

納
今
亦

写
付
一一於
初

一矣
。

と

こ

ろ

が
、

こ
の
志

寧

の
作

つ
た

『
華

厳

経

合

論

』

(
以
下
、

『
合
論
』

(7
)

と
略
称
す
る
)百
二
十
巻
は
、
乾
徳
五
年
(九
六
七
)
に
至
り
同
郷
の
慧
研

の
補
訂
を
受
け
る
こ
と
に
な
つ
た
。
す
な
わ
ち
慧
研
は
、
志
寧
の

『
合

論
』
を

「其

の
義
類
繁
衛
に
し
て
、
未
だ
品
藻

を
円
か
に
せ
ず
」
と
批

と

判
し
、
「
敢
え
て
騰
毫
を
播
り
て
斯
の
漏
略
を
整
え
、
経
論
を
列

し
て

以
て
標
挙
し
、
教
理
を
彰
し
て
而
も
相
収
め
」
よ
う
と
手
を
加
え
た
の

(8
)

で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
を
報
恩
光
教
道
場
の
永
安
が
印
行
し
た
と
い

う
。
現
在
、

わ
れ
わ
れ
が
見
る

『
合
論
』
の
注
釈
部
分
と

『新
華
厳
経

論
』
と
の
間
に
し
ば
し
ば
語

・
文
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
お
お

む
ね
こ
の
慧
研
の
改
訂
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
そ
の
書

(9
)

物
を

「
華
厳
経
合
論
」
と
名
づ
け
た
の
も
慧
研
ら
し
い
。

以
後
、
少
な
く
と
も
中
国
南
方
で
は
、

こ
の

『
合
論
』
は
、
次
第
に

(
10
)

『
新
華
厳
経
論
』
に
代
わ
つ
て
尊
重
さ
れ
、
流
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
、
入
宋
し
た
高
麗
の
義
天
(
一
○
五
九
-

一
一
○

一
)の
目
録
に
は

(
11
)

両
論
が
並
べ
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
眉
州
(
四
川
省
)
中
巌
寺
の
祖
覚

(
一
○
八
七
-
一
一
五
○
)
は

『
合
論
』
に
よ
つ
て
華
厳
の
宗
旨
を
悟

つ
た

(12
)

と
い
わ
れ
、
蓑
州
宜
春
(江
西
省
)
の
普
庵
印
粛

(
一
一
一
五
-
六
九
)
は

(13
)

『
合
論
』
に
よ
つ
て
大
悟
徹
底
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
少
し
時
代
は
下
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る
が
、
日
本
の
高
弁
が
承
久
二
年

(
一
二
二
○
)
以
後
し
ば
し
ば
援
用
す

る
宋
国
渡
来
の

「論
」
も

『合
論
』
で
あ
る
。

だ
が
、
何
分
に
も

『
合
論
』
は
大
部
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
お
そ
ら

く
、

い
わ
ゆ
る
玄
談
の
部
分
の
み
の

『
会
釈
』
も
単
行
さ
れ
た
と
考
え

(14
)

ら
れ
る
。

な
お
、

宋
代
に
は
、
『十
明
論
』
も
禅
者
の
間
で
好
ま
れ
た
ら
し
い
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
、石
門
寺
徳
洪
(慧
洪
。

三
○
七
一
-
=

二
八
)
は
李

通
玄
の
生
辰
を
祝

い
、
ま
た

「注
十
明
論
」
及
び

「
読
十
明
論
」
と
題

(15
)

す
る
詩
を
作
り
、
さ
ら
に
「題
華
厳
十
明
論
」
の

一
文
を
草
し
て
い
る
。

『合
論
』
は
そ
の
後
、
中
国
で
は
明
代
に
至

つ
て
新
し
い
二
つ
の
様

態
を
出
み
出
す
。

そ
の

一
つ
は
方
沢
の

『
合
論
纂
要
』
(以
下
、
『纂
要
』

と
略
称
す
る
)
三
巻
で
あ
り
、
他
の

一
つ
は
李
賛
の

『合
論
簡
要
』
(以

下
、
『簡
要
』
と
略
称
す
る
)
四
巻
で
あ
る
。

ま
ず
、

禾
郡

(江
西
省
禾
水
付
近
か
)
精
厳
寺
前
住
山
方
沢
の

『纂
要
』

(
16
)

は
、
隆
慶

元
年

(
一
五
六
七
)
に
完
成
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
か
れ
に
よ

れ
ば
、
当
時
、
呉
興
ハ寺

(南
京
・
互
官
寺
か
)
の
板
木
は
罹
災
し
て
焼
失

し
、
ま
た
そ
の
他
の
諸
寺

の
印
本
も
み
な
残
欠
の
状
態
で
あ

つ
た
。
そ

の
た
め
、

長
く

『合
論
』
を
捜
し
求
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
真

知
寺
の
大
宗
禅
老
が

一
部
を
蔵
し
て
い
た
の
で
こ
れ
を
譲
り
受
け
、
無

量
の
欣
び
を
得
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
広
め
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
ま
ま

で
は
大
部

す
ぎ
て
不
都
合
な
の
で
、
「其
の
豊
詞
を
節
し
、
其

の
普
義

お
さ

を
縮
め
、

三
周
の
文
勢
に
倣

い
、
麓
め
て
三
秩
と
為
し
」
、
纂
要

と
名

(
17
)

づ
け
た
、
と
い
う
。
方
沢
の
友
人
の
天
童
灌
室
比
丘
雲
東
円
理
は
、

こ

(18
)

れ
を

「
広
略
適
中
し
、
義
已
に
備
わ
る
」
と
評

し
て
い
る
。

次
に
、
晋
江
(福
建
省
)
出
身
の
李
賛
(卓
吾
。

一
五
二
七
-
一
六
○
二
)

は
、
南
京
の
刑
部
員
外
郎
に
任
ぜ
ら
れ
た
五
十
歳

の
万
暦

四
年

(
一
五

七
六
)
以
後
、
仏
教
に
心
を
傾
け
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、

い
ま
問

題

の

『
簡
要
』
を
編
集
し
た
時
期
が
い
つ
か
は
定
か
で
は
な
い
。
疑
え

ば
、
そ
の
真
撰
さ
え
疑
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
か
れ
が

『合
論
』
を

が
む
 

高

く

評

価

し

て

い
た

こ
と
は

間

違

い
な

い
。

ま

た
、

本
書

に

は

「
序

」

が

付

さ

れ
、

そ

の
中

で
本

書

の
編

纂

ま

で

の
経
緯

が
、

卓

和
尚

日
、
備
矣
。
先
仏
為
レ
経
、

後
仏
為
レ
論
、

仏
志
寧
合
二
経

論

一而

為

レ

一
、仏
慧
研
螢
二
経
論
一以
標
レ
綱
。

皆
不
レ
過
下
為
三後

代
仏
子
便
二
於
観
覧

-故
上

耳
。

其
用
心
勤
矣
。

然

一
百

二
十
巻
之
繁
、

吾
恐
二
一
切
賢
聖
i
終
未
二
敢
軽
易

一也
。

破
夏

以
来
、

獲
レ
聴
二
寧
仏
者
衰
文
緯
、

細
二
読
華
厳
合
論

二

偏
、

乃
知
、

善
説
二
華
厳

一無

レ
知
二
長
者
殉
因
簡
一一其
尤

要

者

一録
レ
之
。

憾

有
二
大

心
衆

生
、

欲
下乗

二
知
来

乗

一直
至
中
道
場
い
則
此
二
百
紙
簡
要
之
論
文
、
便
是
華
厳
無
尽
蔵
之
法
界
也
。

(20
)

…
…
吾
何
幸
、
身
親
見
レ之
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
人
名
か
と
推
測
さ
れ
る
衰
文
偉
の
事
跡
が
未
詳

の
た
め
、
明
確
な

こ
と
は
い
え
な

い
。
け
れ
ど
も
、

こ
の
文
か
ら
、
自

ら
髪
を
剃
り
、
当
時
の
儒
者
た
ち
に
対
し
て
自

己
の
異
端
の
立
場
を
鮮

明
に
し
た
六
十
二
歳
の
万
暦
十
六
年

(
一
五
八
八
)
以
後
の
李
賛
が

『
簡

要
』
を
編
纂
し
た
姿
を
想
像
す
る
こ
と
は
、
不
自
然
で
は
な
い
と
思
わ

李
通

玄
思
想

の
流
布

に

つ
い
て
 
(
木

村
)

-49-



李
通
玄
思
想
の
流
布
に
つ
い
て
 (木

村
)

れ
る
。

で
は
、

方
沢
撰
と
さ
れ
る

『纂
要
』
と
李
賛
撰
と
さ
れ
る

『
簡
要
』

と
の
間
、

さ
ら
に
は
、
す
で
に
早
く
高
麗
の
知
訥
が
熈
宗
三
年

(
一
二

○
七
)
に

『
新
華
厳
経
論
』
か
ら
抜
粋

・
編
集
し
た

『
華
厳
論

節
要
』

三
巻
を
加
え
た
三
者
の
間
に
は
、
ど
の
よ
う
な
差
が
存
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

こ
れ
は
、
李
通
玄
思
想
の
影
響
の
仕
方
を
考
え
る
上
で
、
重
要

な
問
題

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
改
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

例
え
ば

『
纂
要
』
と

『
簡
要
』
の
間
に
は
、
『
纂
要
』
に
取
意

文
が
か

な
り
多

い
の
に
対
し
、
『
簡
要
』
は
ほ
と
ん
ど
原
文
を
そ
の
ま
ま
挙
げ

る
、
た

だ
し
、
細
か
な
文
の
切
り
継
ぎ
が
目
立

つ
、
と
い
つ
た
相
違
が

あ
る
。

し
か
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
代
、
十
六
世
紀
後
半
に
至

つ
て

李
通
玄
思
想
が
見
直
さ
れ
、
そ
の
生
命
を
甦
ら
せ
る
べ
く
、
『合
論
』

の
抄
出
書
が
二
種
類
も
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
も

つ
根
本

的
性
格

の

一
端
を
提
示
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、

こ
れ
ら
二
著

が
そ
の
後
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
不
明
で

あ
る
。

以
上
、

中
国
に
お
け
る
李
通
玄
思
想
の
流
布
の
仕
方
を
概
観
し
た
。

最
後
に
、

全
体
的
に
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
三

つ
ほ
ど
あ
る
。

そ
の
第

一
は
、
李
通
玄
の
思
想
は
華
北
の
山
西
に
発
し
、
山
西

・
河

北
に
広

ま
り
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
北
進
は
せ
ず
、
次
第
に
、
時
代
に
即

応
し
た
改

訂
を
経
な
が
ら
、
華
中

・
華
南

へ
と
拡
大
し
、

こ
の
方
面
に

実
際
に
重

大
な
影
響
を
与
え
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
李

通
玄
思
想
の
流
布
が
、
禅
の
流
行
、
禅
思
想
の
変
容
と
深
い
関
係
を
も

つ
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
後
世
に
お
い
て
李
通
玄
思
想
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
そ
の

宣
揚
に
努
め
た
重
要
な
三
人
の
人
物
、

す
な
わ
ち
、
志
寧

・
慧
研

・
李

賛
の
出
身
地
が
と
も
に
福
建
省
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
慧
研

や
李
賛
の
心
に
は
、
あ
る
い
は
志
寧
に
対
し
て
同
郷
の
先
達
と
い
う
親

し
み
が
あ

つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
風
土
を
同
じ
く
す
る

こ
と
が
、
慧
研
と
李
賛
の
思
想
的
立
場
の
形
成

に
関
連
し
て
い
る
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
は
、
李
通
玄
の
生
き
方
と
そ
の
思
想
に
深
く
共
鳴
す
る
人
び

と
の
申
に
、
意
識
的
に
政
治
的
権
威
か
ら

一
定
の
距
離
を
保
ち
、
あ
る

い
は
そ
れ
か
ら
圧
迫
や
弾
圧
を
受
け
た
こ
と
が
明
白
な
人
が
目
立

つ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
確
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
は
、
例
え
ば
、
高
麗

の
知
訥
や
日
本
の
高
弁
は
前
者
の
場
合
に
、
前
後
四
回
に
わ
た

つ
て
獄

(21
)

(22
)

に
入

つ
た
徳
洪
や
獄
中
に
お
い
て
自
殺
し
た
李
賛
は
後
者
の
場
合
に
当

た
る
。

こ
の
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、

李
通
玄
の
仏
教
が
徹
底
し
た
真
実
の
主
体
的
実
現
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
だ
け
に
、
そ
こ
に
は
封
建
社
会
の
秩
序
に
融
和
せ
ず
、

ひ
い
て
は
む

し
ろ
対
立
す
る
思
想
的
契
機
が
孕
ま
れ
て
い
る

こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ

る
。李

通
玄
思
想
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
上
述
し
た
諸
点

を
合
せ
て
十
分
に
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
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1
 
李
通
玄

の
著
作

の
問
題

に
関
し
て
も
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る

よ

う
で
あ

る
。

し
か
し
、
現

在
ま
で
に
調

べ
た
範
囲

で
は
、

こ
れ
ら
三
著

が
か
れ
の
真
撰

で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

詳
論

は
他

日

に
譲

る
。

2

「
決
疑
論
序
」
(
大

正
三
六
、

一
○

一
一
下
)
。

3

『
華
厳
経
合
論
』

一

(
続
蔵

一
ー

五
、
三
二
八
右
)

所

収
。

本

伝

の
成

立

は
、
西
紀

八
○
○
年
前
後

か
と
推
定
さ
れ
る
。
本

文
参
照
。

4

『
宋
伝
』

二
二

(大

正
五
○
、

八
五
四
中
)
。

5
 
同
、

二
二

(
同
、

八
五
四
上
)
参
照
。

6

『
合
論
』
序

(続

蔵

一
ー

五
、

三
二
七
右
)
。

7

『
宋
伝
』

二
二

(
大
正
五
○
、

八
五
四
上
)

に
、

「
閾
越

僧

志

寧
」

「
閏

僧

恵
研
」

と
あ
る
。

8

『
合
論
』
序

(続
蔵

一
ー

五
、

三
二
五
左
-

六
右
)
。

9

『
宋
伝
』

二
二

(大

正
五
○
、

八
五
四
上
)
参
照
。

10
 
南
唐

の
昇
元

二
年

(
九

三
八
)
、
『
新
華
厳
経
論
』

は
入
蔵

さ
れ
、

そ

の

流
布

が
図

ら
れ
た

(
『
続
貞
元
釈
教
録
』
、
大

正
五
五
、

一
○

四
八
中

・
一

○

四
九
中
)
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
本
論

の
浸
透

に
貢

献

し

た

か
は
明
ら

か
で
な
い
。

11

『
義
天
録
』

一

(
大
正
五
五
、

一
一
六
六
中
)
。

12

『
明
伝
』

六

(
大
正
五
○
、

九
二

一
下
)
。

13

『
普
庵
語

録
』

付
、
年

譜

(続

蔵
二
i

二
五
、

二
六
六
右
)
。
同
、
塔

銘

(
同
、

二
六
七
右
)
、
『
仏
祖

歴
代
通
載
』

二
○

(
大
正
四
九
、

六
九

一
中

-

下
)
参
照
。

14
 

日
本
の

『
円
超
録
』
(
九

一
四
年
成
立
)

と
・
『
東

域
伝
灯

目
録
』
(
一
○

九

四
年
成
立
)

に
は
、
李
通
玄
撰

の

『
華
厳
経
会
釈
論
』
十

四
巻

が
明
記

さ
れ
る
。
大
正
五
五
、

一
一
三
三
上

・
一
一
四
六
中
参
照
。

15
 

い
ず
れ
も
、
『
石
門

文
字
禅
』

上

・
下

(
中
華
民
国
六

二
年
、

新

文

豊

出
版
公
司
)
所

収
。

16

『
纂
要
』
後

序

(続

蔵

一
-

八
八
、

四
○
○
右
)

参
照
。

17
 
同
上
。

18

『
纂
要
』
蹟

(
続
蔵

一
-

八
八
、

四
○
○
左
)
。

19

『
李
温
陵
集
』

二
所

収
の

「
又
与
従
吾
孝
廉
」
の
中

で
は
、
「
華
厳
合
論
、

精
妙
不
レ
可
レ
当
、

一
字
不
レ
可

二改
易

こ

と
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

20

「
合
論

序
」
(
続
蔵

一
-

七
、

一
八
九
左
-

九
○
右
)
。
、

21

「
寂
音
自
序
」
(
『
石
門
文
字
禅
』

二
四
所
収
)

参
照
。

22
 
容

肇
祖

『
李
賛
年
譜
』
(
一
九
五
七
年
、

三
朕
書
店
)

一
○

八
-

一

一

三
頁
参
照
。

(
四
天
王
寺
女
子
大
学

教
授

・
文
博
)

李
通
玄
思
想

の
流
布
に

つ
い
て
 
(木

村
)
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